













































































































































































































































































































































































































の教授であった、玄洞はそれら 鰯 も金銭的に援助していた。こうした議行にも玄洞は誇示せず、むしろひそかに行 う方であっ
たからそ 外洩れているもの 少なくない。
『称禅院略伝』にも、拙
稿『山口玄八十年史』にはあたう限り網羅的 はかいておい から見
てほしい。
12 
終戦後山門
μ部店は一一十周年八月に株式会社山口玄に切りかわった。
には養嗣子東京農業大学出身の山口三郎が襲名して山口玄洞と
なって就在した。一一十六年山口玄洞が代表取締役として社長になってもおり、昭和
月戦災にて本社は全焼したが焼けのっこた倉時
内にて業を開始した。その後経々中山引業は復興して昭和
王子
に欽筋ピルな相ついで完成した。〔参考文献〕叶称州付税同町伝』。官本又次・安川州市一切吋山口玄八十年史品。~日本
χ
次『大阪商
人太平記弘明治後期総下。宮本又次吋開問財界外山
5
戦前
MMo
コ氏以一史
h
附出
光巻人物稿。貸本又次
yf
タ』。
(みやもと
またじ
大山肌大学名投教綬)
